
第47期 中間報告書
2013年4月1日～2013年9月30日

＜製紙用薬品事業＞
　製紙業界におきましては、当第2四半期連結累計期間の
紙・板紙の国内生産は1,312万トンと前年同期比2％の増加
となりました。当社グループは、国内市場、中国市場へ差
別化商品の売上増加に努めましたが、当事業の売上高は、
7,529百万円（前年同期比2.8％減）となりました。
　利益面では、コスト削減・合理化に努めましたが、売上
高の減少等により、営業利益は382百万円（前年同期比
3.4％減）となりました。

＜印刷インキ用・記録材料用樹脂事業＞
　印刷インキ業界におきましては、当第2四半期連結累計
期間の印刷インキの国内生産は17万9千トンと前年同期に
対しほぼ横ばいでありました。当社グループにおいては、
オフセットインキ用樹脂と水性インキ用樹脂の売上高は増
加しましたが、事務機器業界における世界的な需要後退の
影響を受け、記録材料用樹脂の売上高が減少しました。そ
の結果、当事業の売上高は、3,086百万円（前年同期比
3.2％増）となりました。
　利益面では、売上高の増加等により、営業利益は134百
万円（前年同期比29.1％増）となりました。

Segments Report セグメント別の概況

星光PMC株式会社
SEIKO PMC CORPORATION
〒103－0023
東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
ワカ末ビル8F
TEL（03）6202－7331（代表）
昭和43年1月23日
2,000,000,000円
製紙用薬品事業及び印刷インキ用、記録材料用樹脂事業
501名

（注） 従業員数には、中国子会社の就業人員数を含めており、嘱託、
パート等雇用契約につき期間の定めのある者は含んでおりません。

本　　　社　東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
研　究　所　岩井、千葉、市原、明石
営　業　所　東北、東京、富士、関西、明石、九州
駐在員事務所　上海
工　　　場　岩井、竜ヶ崎、千葉、静岡、明石、
　　　　　　播磨、水島
星光精細化工（張家港）有限公司
星悦精細化工商貿（上海）有限公司
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Corporate Data
会社概要（平成25年9月30日現在）

○ 住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
　 　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　  　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、

特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。
○ 未払配当金の支払いについて
　 　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

●株主メモ
事業年度毎年1月1日から同年12月31日まで

（第46期定時株主総会において、事業年度を「4月1日から翌年3月31日ま
で」から上記に変更しております。ただし、第47期は、平成25年4月1日
から平成25年12月31日までの9ヶ月決算となります。）

定時株主総会毎年3月下旬

基準日定時株主総会・期末配当 毎年12月31日
中間配当 毎年 6 月30日

（第47期は9月30日が中間配当基準日となります。）

株主名簿管理人東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

特別口座の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先）電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び全国各支店で行っております。



　平素は格別のご支援を賜り誠にありがとうございます。
　さて、このたび第47期第2四半期連結累計期間（平成25年4月1日から平成25年9月30日まで）を終了いたしましたので、当
期間の事業概況をご報告申し上げます。
　当期間におけるわが国経済は、政権交代以降の金融政策の実施等による円高是正・株価の上昇を背景に緩やかな回復傾向にあ
り、米国でも緩やかな回復が続いたものの、欧州経済低迷の長期化、中国を始めとする新興国における経済成長の鈍化等の影響
を受け、景気は先行き不透明な状況で推移しました。当社グループの主要販売先である製紙業界、印刷インキ業界及び事務機器
業界におきましても、円安・原油高による原燃料のコストアップや世界的な景気の伸び悩みを背景に厳しい経営環境が続きました。
　当社グループは、高品質化・生産性の向上や環境保護・省資源等、販売先業界の経営戦略に対応した差別化商品を市場に投入
し売上増加に努めましたが、当期間の売上高は10,616百万円（前年同期比1.1％減）となりました。
　利益面では、売上高は減少したものの、コスト削減・合理化等により、営業利益は517百万円（前年同期比3.4％増）となりま
した。また、円安の進行による外貨建資産に係る為替差益の発生により、経常利益は672百万円（同27.9％増）、四半期純利益は
458百万円（同37.0％増）となりました。
　今後の原材料価格の動向及び販売先業界の需要見込みに基づき平成25年5月8日に公表した通期連結業績予想の売上高を
1,100百万円減の16,870百万円、営業利益を150百万円減の750百万円に修正しております。経常利益及び当期純利益につきま
しては変更ありません。なお、当社は決算期を毎年3月31日から毎年12月31日に変更します。これにより経過期間となる当第47
期は平成25年4月1日より同年12月31日までの9ヶ月決算となります。
　配当金につきましては、一株当たり中間配当6円としております。また、決算期変更により9ヶ月決算となり、下半期が3ヶ月と
なることから、一株当たり期末配当は3円を予想しており、当第47期は、一株当たり年間配当9円を予想しております。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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●連結貸借対照表 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期
（平成25年９月30日）

前第２四半期
（平成24年９月30日）

前期
（平成25年３月31日）

資産の部
流動資産 17,057 16,509 17,061
固定資産 9,820 9,655 9,629
　有形固定資産 8,712 8,719 8,579
　無形固定資産 80 113 100
　投資その他の資産 1,027 822 949
資産合計 26,878 26,164 26,690
負債の部
流動負債 6,212 6,413 6,457
固定負債 321 410 372
負債合計 6,534 6,823 6,829
純資産の部
株主資本 20,051 19,563 19,774
その他の包括利益累計額 292 △ 222 86
純資産合計 20,343 19,340 19,860
負債・純資産合計 26,878 26,164 26,690

●連結損益計算書 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期
自 平成25年４月 １ 日（ 至 平成25年９月30日 ）

前第２四半期
自 平成24年４月 １ 日（ 至 平成24年９月30日 ）

前期
自 平成24年４月 １ 日（ 至 平成25年３月31日 ）

売上高 10,616 10,736 21,122

売上原価 8,189 8,361 16,240

　売上総利益 2,426 2,374 4,881

販売費及び一般管理費 1,909 1,873 3,741

　営業利益 517 500 1,139

　経常利益 672 525 1,215

四半期（当期）純利益 458 334 727

To Our Shareholders 株主の皆様へ

Financial Highlights 決算ハイライト

Consolidated Financial Statements 連結財務諸表
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　さて、このたび第47期第2四半期連結累計期間（平成25年4月1日から平成25年9月30日まで）を終了いたしましたので、当
期間の事業概況をご報告申し上げます。
　当期間におけるわが国経済は、政権交代以降の金融政策の実施等による円高是正・株価の上昇を背景に緩やかな回復傾向にあ
り、米国でも緩やかな回復が続いたものの、欧州経済低迷の長期化、中国を始めとする新興国における経済成長の鈍化等の影響
を受け、景気は先行き不透明な状況で推移しました。当社グループの主要販売先である製紙業界、印刷インキ業界及び事務機器
業界におきましても、円安・原油高による原燃料のコストアップや世界的な景気の伸び悩みを背景に厳しい経営環境が続きました。
　当社グループは、高品質化・生産性の向上や環境保護・省資源等、販売先業界の経営戦略に対応した差別化商品を市場に投入
し売上増加に努めましたが、当期間の売上高は10,616百万円（前年同期比1.1％減）となりました。
　利益面では、売上高は減少したものの、コスト削減・合理化等により、営業利益は517百万円（前年同期比3.4％増）となりま
した。また、円安の進行による外貨建資産に係る為替差益の発生により、経常利益は672百万円（同27.9％増）、四半期純利益は
458百万円（同37.0％増）となりました。
　今後の原材料価格の動向及び販売先業界の需要見込みに基づき平成25年5月8日に公表した通期連結業績予想の売上高を
1,100百万円減の16,870百万円、営業利益を150百万円減の750百万円に修正しております。経常利益及び当期純利益につきま
しては変更ありません。なお、当社は決算期を毎年3月31日から毎年12月31日に変更します。これにより経過期間となる当第47
期は平成25年4月1日より同年12月31日までの9ヶ月決算となります。
　配当金につきましては、一株当たり中間配当6円としております。また、決算期変更により9ヶ月決算となり、下半期が3ヶ月と
なることから、一株当たり期末配当は3円を予想しており、当第47期は、一株当たり年間配当9円を予想しております。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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●連結貸借対照表 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期
（平成25年９月30日）

前第２四半期
（平成24年９月30日）

前期
（平成25年３月31日）

資産の部
流動資産 17,057 16,509 17,061
固定資産 9,820 9,655 9,629
　有形固定資産 8,712 8,719 8,579
　無形固定資産 80 113 100
　投資その他の資産 1,027 822 949
資産合計 26,878 26,164 26,690
負債の部
流動負債 6,212 6,413 6,457
固定負債 321 410 372
負債合計 6,534 6,823 6,829
純資産の部
株主資本 20,051 19,563 19,774
その他の包括利益累計額 292 △ 222 86
純資産合計 20,343 19,340 19,860
負債・純資産合計 26,878 26,164 26,690

●連結損益計算書 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期
自 平成25年４月 １ 日（ 至 平成25年９月30日 ）

前第２四半期
自 平成24年４月 １ 日（ 至 平成24年９月30日 ）

前期
自 平成24年４月 １ 日（ 至 平成25年３月31日 ）

売上高 10,616 10,736 21,122

売上原価 8,189 8,361 16,240

　売上総利益 2,426 2,374 4,881

販売費及び一般管理費 1,909 1,873 3,741

　営業利益 517 500 1,139

　経常利益 672 525 1,215

四半期（当期）純利益 458 334 727
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第47期 中間報告書
2013年4月1日～2013年9月30日

＜製紙用薬品事業＞
　製紙業界におきましては、当第2四半期連結累計期間の
紙・板紙の国内生産は1,312万トンと前年同期比2％の増加
となりました。当社グループは、国内市場、中国市場へ差
別化商品の売上増加に努めましたが、当事業の売上高は、
7,529百万円（前年同期比2.8％減）となりました。
　利益面では、コスト削減・合理化に努めましたが、売上
高の減少等により、営業利益は382百万円（前年同期比
3.4％減）となりました。

＜印刷インキ用・記録材料用樹脂事業＞
　印刷インキ業界におきましては、当第2四半期連結累計
期間の印刷インキの国内生産は17万9千トンと前年同期に
対しほぼ横ばいでありました。当社グループにおいては、
オフセットインキ用樹脂と水性インキ用樹脂の売上高は増
加しましたが、事務機器業界における世界的な需要後退の
影響を受け、記録材料用樹脂の売上高が減少しました。そ
の結果、当事業の売上高は、3,086百万円（前年同期比
3.2％増）となりました。
　利益面では、売上高の増加等により、営業利益は134百
万円（前年同期比29.1％増）となりました。

Segments Reportセグメント別の概況

星光PMC株式会社
SEIKO PMC CORPORATION
〒103－0023
東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
ワカ末ビル8F
TEL（03）6202－7331（代表）
昭和43年1月23日
2,000,000,000円
製紙用薬品事業及び印刷インキ用、記録材料用樹脂事業
501名

（注） 従業員数には、中国子会社の就業人員数を含めており、嘱託、
パート等雇用契約につき期間の定めのある者は含んでおりません。

本　　　社　東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
研　究　所　岩井、千葉、市原、明石
営　業　所　東北、東京、富士、関西、明石、九州
駐在員事務所　上海
工　　　場　岩井、竜ヶ崎、千葉、静岡、明石、
　　　　　　播磨、水島
星光精細化工（張家港）有限公司
星悦精細化工商貿（上海）有限公司

商 号

本 社 所 在 地

設 立 年 月 日
資 本 金
主 な 事 業 内 容
従 業 員 数

　
　

事 業 所

子 会 社

Corporate Data
会社概要（平成25年9月30日現在）

○ 住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
　 　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　  　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、

特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。
○ 未払配当金の支払いについて
　 　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

●株主メモ
事 業 年 度 毎年1月1日から同年12月31日まで

（第46期定時株主総会において、事業年度を「4月1日から翌年3月31日ま
で」から上記に変更しております。ただし、第47期は、平成25年4月1日
から平成25年12月31日までの9ヶ月決算となります。）

定時株主総会 毎年3月下旬

基 準 日 定時株主総会・期末配当 毎年12月31日
中間配当 毎年 6 月30日

（第47期は9月30日が中間配当基準日となります。）

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

特 別 口 座 の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先） 電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び全国各支店で行っております。


